
追手門学院大学教育後援会会報第102号（1） 2017年４月30日発行

http://www.ogu-kyoikukoen.com

追
手
門
学
院
大
学

教 
育 

後 

援 

会 

会 

報

〒567-8502
茨木市西安威
TEL 072（641）９６６９

９４１４072（643）FAX

２―１―15

発　行　者

毎
年
清
ら
か
な
花
を
咲
か

せ
る
大
学
４
号
館
前
の
白
梅
。

１
９
８
８
年
に
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
木
で
す
。
４
月
の
入
学

式
を
彩
る
桜
花
。
追
手
門
学
院

大
学
の
正
門
か
ら
５
号
館
に

至
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

「
さ
く
ら
径
（
み
ち
）」。
桜
並

木
も
２
０
０
５
年
に
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
給
付
奨
学
金

や
１
０
０
円
朝
食
の
実
現
も

あ
り
が
た
い
ご
支
援
。
そ
し
て

堀
井
会
長
を
先
頭
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
JR
新
駅
「
追
手

門
」
名
称
付
与
署
名
活
動
。
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
全
体
の
活

動
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

大
学
の
目
的
は
「
学
生
を
開

花
さ
せ
る
こ
と
」に
尽
き
ま
す
。

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
教
育
環

境
を
整
備
し
、
一
人
前
の
社
会

人
と
し
て
送
り
出
す
。
教
育
後

援
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

を
得
て
、
大
き
く
力
強
く
大
学

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

理
事
長

学
　
長

川 

原
　
俊 

明

学
生
を

　
　
開
花
さ
せ
る
た
め
に

２
０
１
７
年
４
月
１
日
（
土
）
に

２
０
１
７
年
度
学
部
並
び
に
大
学
院

入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

６
学
部
８
学
科
入
学
生
総
数
・

１
８
８
７
名
、大
学
院
入
学
生
総
数
・

41
名
（
う
ち
博
士
後
期
課
程
４
名
）

の
学
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
。

午
前
11
時
00
分
よ
り
式
典
前
セ
レ

モ
ニ
ー
。

午
前
11
時
30
分
に
開
式
、
冒
頭
の

国
歌
斉
唱
の
後
、
川
原
学
長
か
ら
の

式
辞
に
続
き
、
学
生
を
代
表
し
て
、

国
際
教
養
学
部
国
際
教
養
学
科
の
入

学
生
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
堀
井
教
育

後
援
会
会
長
か
ら
パ
ス
ケ
ー
ス
が
、

林
田
校
友
会
会
長
か
ら
追
手
門
学
院

大
学
卒
業
生
で
あ
り
芥
川
賞
授
賞
作

家
・
宮
本
輝
氏
の
文
庫
本
「
青
が
散

る
」
が
、
渡
辺
卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
か
ら
大
学
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
お
う
て
も
ん
」
の
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク

が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
入
生
代
表
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

役
職
者
紹
介
の
後
、
最
後
は
応
援

団
に
よ
る
追
手
門
学
院
歌
斉
唱
で
締

め
く
く
ら
れ
、
滞
り
な
く
式
は
終
了

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
真
銅
副
学
長
よ
り
講
話

が
あ
り
、
学
生
達
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

2017 年度

入学式挙行
2017 年４月１日（土）

本学体育館

川原理事長・学長挨拶 式典前セレモニーの様子

入学式

校友会、教育後援会、卒業生保護者の会より記念品の贈呈
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新会員歓迎会 開催

桜 の 縁

このたびは、お子様の追手門学院大学への
ご入学誠におめでとうございます。

また同時に保護者の皆様を追手門学院大学
教育後援会の新会員としてお迎えできますこ
とを大変嬉しく思っております。

さて、教育後援会は、その前身であります
「大学 PTA」として大学が創設された 1966
年に発足し、現在までその活動を通して、大
学と保護者との強い連帯感を生みだしており
ます。

当会は、大学の教育方針に則り、学生の福
祉の増進、教育環境の向上及び会員の親睦を
図ることを目的として、教育活動・課外活動・
就職活動への援助、大学諸施設整備への協力、
奨学金の給付などを行っています。また保護
者の皆様には、保護者のための就職講演会、
見学懇親会の開催など幅広いさまざまな活動
への積極的な参加を呼びかけております。

2015 年には「地域創造学部」を新たに開
設し、2016 年度は経営、社会、心理の各学
部に続き経済学部も入学定員の増が認可され
ました。2017 年４月１日には大学院心理学
研究科に博士後期課程を開設、2019 年４月
には新キャンパス開学と、現状にとどまるこ
となく教育・研究活動の充実、教育環境の整
備に邁進されています。

また、各学校の PTA で構成する教育振興
会は、2016 年、大学校友会、山桜会、大学
卒業生保護者の会、小中高父母の会も賛助団
体として参画され、後援会各団体が連携して
追手門学院を支援する体制が整いました。

本会も大学や振興会との連携をより深め、
その一層の発展に向けて邁進していく所存で
ございます。そして、お子様が充実した学生
生活を送れるようこれからもしっかりと取り
組んでまいりたいと思いますので、皆様方の
深いご理解とあたたかいご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　入学式終了後、教育後援会の
新会員となられた新入生保護者
の方々を対象に「教育後援会　
新会員歓迎会」を開催いたしま
した。
　午後 12 時 10 分に開会となり、
堀井教育後援会会長、川原学長・
理事長からの挨拶をいただきま
した。
　その後、平塚教育後援会副会
長より教育後援会の活動につい
てスライドを用いた紹介があり、
ご理解とご支援をお願いいたし
ました。

新会員の皆様へ
教育後援会 会長　堀 井　裕 司

　天候を心配しながら迎えた４月１日。
青空が広がった大学にて、お子様のご
入学をお祝いするとともに、保護者の
皆様とお会いできるご縁を記念して、
花見お茶席「桜の縁（さくらのえん）」
を開催しました。今年は花芽が膨らん
ではいるものの、開花とはいかなかっ

た桜を愛でながらお抹茶とお菓子をご賞味いただき、桜の取り持つ縁
（えにし）をお楽しみいただきました。
　教育後援会 新会員歓迎会終了後、大学を支援する二つの保護者団体
である「教育後援会（在校生保護者の団体）」と、「卒業生保護者の会（卒
業生保護者の団体）」が力を合わせて「桜の縁」を開催し、新たに追手
門ファミリーとなられた新入生保護者の皆様をおもてなしさせていた
だきました。
　今年度は４月１日が土曜日という
こともあり、たくさんの保護者のみ
なさまが入学式にご参加され、桜の
縁もたいへん盛況となりました。ご
参加いただきましたみなさま、また、
開催にあたりご協力いただきました
みなさまに心から感謝申しあげます。

　教育後援会活動に委員としてご協力いただける方がおられま
したら、左記の「相談窓口のご案内」にございます総務課へご
連絡くださいますようお願い申し上げます。
　また、１年生の保護者の方は、同封の「教育後援会委員就任
のお願い」裏面の「教育後援会委員届出書」に必要事項をご記
入いただき、FAXにてご連絡いただきますようお願
い申し上げます。
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学
位
授
与
式
並
び
に

　
　

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
６
年
度

学
位
授
与
式
並
び
に

　
　

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
６
年
度

ス
ー
ツ
姿
の
男
子
学
生
、
艶
や
か

な
振
袖
・
袴
姿
の
女
子
学
生
で
会
場

が
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る

中
、
学
部
学
位
授
与
式
並
び
に
大
学

院
学
位
授
与
式
が
３
月
17
日
（
金
）

午
前
11
時
よ
り
、
多
数
の
来
賓
の
列

席
の
も
と
本
学
体
育
館
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
卒
業
生

１
３
３
６
名
、
大
学
院
修
了
生
24
名

（
う
ち
博
士
後
期
課
程
１
名
）
の
学

生
達
が
社
会
人
と
し
て
新
し
い
世
界

へ
と
一
歩
足
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
位
授
与
式
終
了
後
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
川
原
理

事
長
・
坂
井
学
長
、
堀
井
教
育
後
援

会
会
長
、
追
大
×
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
卒
業
生
代
表
泉
本
さ
ん
に
よ
る

鏡
開
き
で
幕
を
開
け
、
学
生
達
の
門

出
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

友
人
や
恩
師
と
晴
れ
や
か
な
笑
顔

で
語
り
合
い
、
記
念
写
真
を
撮
る
姿

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
会
場

は
社
会
へ
飛
び
立
つ
歓
喜
の
声
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

学生の履修登録について

教育後援会相談窓口のご案内卒業記念品について

　新学期が始まり、履修登録手続き
に係るトラブルがありました。大学
から教育後援会に経緯と今後の対応
について説明があり、当会からは再
発の防止と改善を申し入れましたこ
とをご報告いたします。

追手門学院総務課
・電　話　0 7 2 － 6 4 1 － 9 6 6 9
・ＦＡＸ　0 7 2 － 6 4 3 － 9 4 1 4
・ホームページ
　http://www.ogu-kyoikukoen.com

　追手門学院では学院関係者の
皆様に、学院の情報をメールマ
ガジンでお届けしております。
学院及び学院外郭団体（教育後
援会、卒業生保護者の会、大学
校友会、校友会山桜会等）の最
新情報、イベント情報、活動情
報などの有益な情報を配信して
まいります。是非この機会に学
院メールマガジンのご登録をお
願い申しあげます。

パソコン・スマートフォンからの
ご登録はこちらから↓　

追手門学院メールマガジン 登録
URL：�http://www.otemon.jp/

otm-m/

　卒業生全員に、
本会から卒業記念
品として印鑑と袱
紗を贈呈いたしま
した。

　印鑑は、認印とは別に、卒業してから
すぐ必要になると思われる「銀行印」と
して使える直径 13.5mm 芯

し ん も ち う し つ の

持牛角（天然
素材）にいたしました。
　袱紗は、これから役立ち、保護者から
卒業生に社会のマナーを教え伝える良い
機会にもなることを願い選定いたしまし
た。なお、冠婚葬祭におけるマナー書を
添えて、桐箱に入れて贈呈しています。

皆様、ご卒業誠におめでとうございま
す。長い学生生活に別れを告げ、晴れて
社会人としての第一歩を踏み出されるこ
ととなりました。

学業はもとより、課外活動、学校行事
を通して友人や先生方との交流を図り、
素晴らしい学生生活を過ごされ多くのこ
とを学ばれたことでしょう。

これからはそうした様々な経験を糧と
して、50 年の歴史を積み上げた伝統ある
追手門学院大学の卒業生であることに誇
りを持ち、社会が必要とする人材、社会
で活躍する人材として、日々成長してい
かれることを願っております。

また、保護者の皆様方には長年にわた
り、教育後援会の活動に対しましてご理
解、ご協力を賜りましたことを改めて厚
く御礼申しあげます。

追手門学院大学を卒業された社会学部社会学科
の伊東憲孝さん、同じく社会学科の泉本恭輔さん、
国際教養学科の清水佳奈さんが「追大×日本酒
プロジェクト」にて、長い月日をかけて作った
日本酒「MODERN」。卒業記念パーティー当日に
発売となったことを記念して「MODERN」に
ての鏡開きとなりました。

卒業生の皆様へ
教育後援会 会長　堀 井　裕 司

記念パーティーが始まった後は会場
にて、できあがったばかりの「きっかけ」
「MODERN」の試飲を行いました。



GIPとは

交換留学・留学先一覧

07

12

11

09

08

ドイツ
ゲッティンゲン私立大学

スペイン
ウェルバ大学

韓国
南ソウル大学

韓国
建国大学

中国
上海師範大学

台湾
静宜大学

01

06

05

1004

03

02

アメリカ
シアトル・セントラル・カレッジ

アメリカ
スノーカレッジ

アメリカ
フェリス州立大学

アメリカ
ウェスト・ジョージア大学

イギリス
リージェンツ大学・ロンドン

オランダ
フォンティス大学

13

17

18

16

15

14

インド
グジャラート大学

タイ
チェンマイ大学

オーストラリア
グリフィス大学

オーストラリア
サンシャインコースト大学

オーストラリア
ディーキン大学

オーストラリア
タスマニア大学

GIP
コンセプト

ミシガン州立の大学から派
遣された留学生と 10 日間
にわたり寝食を共にする国
内留学に参加。英語漬けの
日々を過ごし、交換留学に
対する対応力を高めます。

語学の 4 技能（話す・読む・
聞く・書く）向上に特化し
た授業。英語力を鍛え、留
学先での正規授業に対応す
る能力を培います。

将来のキャリアを見据えて、
留学中の達成目標を設定す
るとともに、現地での活動計
画も具体的に書き出します。

●キャリアビジョン形成
ケーススタディに基づく課
題発見・解決型の演習を実
施。グローバルリテラシー
の習得につながる基礎力を
養います。

●課題解決演習留学体験を
自分のキャリアに
つなげよう！

留学前から学生
個々のキャリアビ
ジョンを把握して
いるキャリアカウ
ンセラーによる個
別カウンセリング
を受けて就活へ臨
みます。

 ▪留学前  ▪留学後

 実践英語力  キャリア形成
Academic Englishプレ国内留学 グローバルキャリア形成

GLOBAL
INITIATIVE
PROGRAM

https://www.facebook.com/OtemonToTheWorld

国際交流教育センターの
Facebookページをチェックしよう！

留学説明会の情報や留学先で頑張る追大生の姿を紹
介する留学レポートなど、リアルタイムでお届けします！

1 月〜8 月〜 12 月

4年次

4年次

就活

交換留学
※アメリカ留学
中期の場合

① 留学後の個別の
　 キャリアカウンセリング実施

② 大手上場企業をはじめとする
　 国内外インターンシップ情報の提供

留学経験を学生の就業力に繋げるため、留
学前には「グローバルキャリア論（週１回）」
を受講し、将来のキャリアを見据えた留学中
の活動計画作成を通じて各自のキャ
リアビジョンを形成します。帰国後
は、就職・キャリア支援課が個別キャ
リアカウンセリングの実施および外
資・グローバル日系企業などの紹
介やインターンシップの斡旋など、
個々のキャリア実現に向けた個別サ
ポートを展開していきます。

３年次

GIP（Global Initiative Program）とは、留学前に
「国内留学」での異文化適応能力育成、「実践英
語力」（４技能：話す・読む・聞く・書く）の徹底
強化、ならびに留学を通じて「キャリアビジョン形成」
を行うことで留学効果を最大限に引き出します。帰
国後は、学内の資格を持った就職相談員が個別カ
ウンセリングを実施し、外資およびグローバル展開
する日系企業等の紹介やインターンシップの斡旋を
行います。GIP はグローバルなステージで主体的に
活躍できる人材の育成を目指す留学前から帰国後
に渡るグローバル人材育成プログラムです。

（2017 年 4 月より開講）



　第二次安倍内閣は 2013 年 6 月の日本再興戦略にお
いて、グローバル化等に対応する人材力の強化に向け
た取り組みとして、2020 年までに日本人留学生を 6 万
人（2010 年）から12 万人へ倍増させることを閣議決
定しました。これは実に新卒採用で年 18 万人のグロー
バル人材候補者を確保することになり、2020 年には新
卒就職活動者の約二人に一人が留学経験者といった、
まさに“留学が当たり前の時代”に突入することを意味
しています。この状況下では、もはや留学経験のみで
は就職活動に有利とならないことは明らかです。
　これらの背景のもと、国際交流教育センターでは、グローバル企業が学生に求める能力（社会人基礎力）をベース
とした留学事前・事後研修をプログラム化し、キャリアビジョン形成に基づいた留学経験を就業力強化につなげるプロ
グラムとして、2017 年度より交換留学派遣生を対象に Global Initiative Program（GIP）をスタートいたします。

語学力とともにキャリア形成につながる課題解決力を身につける。

新しい交換留学制度
GIPプログラムが誕生！
G L O B A L  I N I T I A T I V E  P R O G R A M

交換留学選抜後の春休み（２月または３月）
には、ミシガン州から派遣された米国人学生
と寝食を共にする10 日間のプレ国内留学を

ミシガン州立大学連合
日本センターで経験し、
異文化での主体性を学
びます。留学先で積極
的に自分を表現し、相
手とコミュニケーション
できる語学力、行動力
を徹底的に鍛えることを
目的にしています。

春学期からは、留学時に必要な
語学スキル４技能（話す・読む・
聞く・書く）の向上に特化した
ネ イ テ ィ ブ 教 員 に よ る

「Academic English（週２回）」
を履修します。コース前後の４月・
７月に IELTSTM 受験を必須化
し、留学先の学部コース（正規
課程）入学に必要な語学要件
到達を目指します。（受験料は
全て大学負担）。

　GIPとは、交換留学での派遣に選抜された学生を対象にしたグローバルなステージで主体的に活躍できる人材を育
成するプログラムです。留学効果を最大限に引き出すことにより、学生個人のありたい姿（キャリアビジョン）を具体
化し、学生の就業力強化を目指します。交換留学制度を軸にすることで、留学中の現地での授業料は協定により原則、
免除されます。

GIP
の流れ

4 月〜 8 月

キャリア
形成

4 月・5 月 春休み10 月

3年次に留学の場合

２年次に留学の場合

説明会 申込 プレ
国内留学

実践
英語力

【Academic 
English】

【 グローバルキャリア形成 】
・ キャリアビジョン形成　　・ 課題解決演習

IELTSTM 受験
※受験料大学負担

２年次

１年次 ２年次

３年次

留学先 11 か国 18 大学

期　間
学生交換協定校の 1 学期間
※スノーカレッジ、フェリス州立大学は 2 学期間の交換留学が可能

［欧米圏］約 50 〜 70 万円　［アジア圏］約 20 〜 50 万円
※但し、派遣時の為替レートによって金額が変わる可能性があります
※留学先授業料は協定により免除　※往復航空券代支給

（語学コースの場合は一部有料）

費　用

交換留学の概要
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就職・インターンシップ・
資格取得の現状について

2016年度

◆ 

は
じ
め
に

平
素
よ
り
就
職
支
援
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
は
、
教
育

後
援
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
「
保
護
者
の
た
め
の
就

職
講
演
会
」
を
開
催
し
、
約
３
０
０

名
の
み
な
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◆ 

２
０
１
６
年
度
の

　
　
　

就
職
状
況
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
度
の
就
職
状
況
に

つ
い
て
、
企
業
か
ら
の
求
人
は
、

６
３
５
６
社
と
な
り
求
人
倍
率
５
・

48
倍
と
な
り
ま
し
た
。
内
定
者
数

は
、
１
１
５
１
名
で
昨
年
の

１
０
２
１
名
か
ら
１
３
０
名
の
大

幅
な
増
加
に
な
り
ま
し
た
。
就
職

内
定
率
（
就
職
活
動
者
に
お
け
る

内
定
者
の
率
）
は
、
99
・
３
％
と

２
０
１
５
年
度
の
99
・
１
％
よ
り

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

過
去
３
ヵ
年
連
続
で
上
回
り
、
い

ず
れ
も
過
去
最
高
の
数
値
と
な
り

ま
し
た
。

上
場
企
業
や
大
企
業
（
従
業
員

５
０
０
名
以
上
）
へ
の
就
職
率
も

46
・
７
％
と
昨
年
の
43
・
４
％
よ

り
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
学
生
が
自
分
の

壁
を
破
り
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
結
果
と
し
て
表
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
就
職
先
企
業
満
足

度
も
98
・
７
％
（
昨
年
98
・
４
％
）

と
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
残
念
な
が
ら
就
職
が
決

定
し
て
い
な
い
卒
業
生
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト

で
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。
既
卒

者
の
求
人
を
斡
旋
し
て
お
り
ま
す

の
で
、遠
慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
努
力

す
る
こ
と
、
や
れ
ば
で
き
る
と
自

分
を
信
じ
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
卒

業
し
て
か
ら
も
忘
れ
な
い
で
欲
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

企
業
等
で
の
就
業
体
験
を
通
じ

て
、
業
種
や
職
種
、
仕
事
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
昨
今
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
強
い
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
上
記
に
加
え
、
自

立
し
た
社
会
人
に
必
要
な
態
度
・

能
力
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
早
期
か
ら
参
加
す
る
こ
と

で
、
社
会
人
と
し
て
自
分
に
不
足

し
て
い
る
力
を
把
握
で
き
、
そ
の

後
の
大
学
生
活
の
計
画
に
反
映
で

き
る
こ
と
か
ら
、
本
学
で
は
１
年

生
か
ら
繰
り
返
し
何
度
で
も
参
加

で
き
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

冬
季
・
春
季
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開

始
し
ま
し
た
。 

参
加
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
２
０
１
６
年
度
に
は
１
５
８

社
で
３
０
１
名
の
学
生
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

◆ 

資
格
取
得
支
援
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
度
は
、
26
講
座
を

開
設
し
、
１
０
６
６
名
が
申
し
込

み
を
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
６
９
１

名
が
検
定
に
受
験
し
４
７
９
名
が

合
格
し
ま
し
た
。

◆ 

最
後
に

２
０
１
６
年
２
月
、
就
職
活
動
を

開
始
す
る
学
生
に
対
し
て
、
教
職
員

や
在
校
生
も
参
加
し
て
「
壮
行
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
坂
井
前
学
長
か

ら「
自
分
の
殻
を
破
り
、自
信
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
の
就
職
実
績
に

は
、
そ
の
エ
ー
ル
に
応
え
る
よ
う

に
学
生
の
頑
張
っ
た
姿
が
映
し
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
学
生
は
、
こ
れ
ま
で
企

業
の
方
か
ら
「
素
直
」、「
ま
じ
め
」、

「
お
と
な
し
い
」
と
い
う
評
価
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
は
、「
お
と
な
し
い
」
と
い
う
評

価
が
「
積
極
的
」
や
「
明
る
く
活

気
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
活
動
、
ゼ
ミ
の
取
り
組
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、留
学
等
様
々

な
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
で

大
き
く
成
長
を
遂
げ
て
卒
業
し
て

い
く
学
生
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、

学
内
の
行
事
や
個
別
の
相
談
を
通

じ
て
、
学
生
自
身
に
様
々
な
気
付

き
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
そ
し
て
、

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

学
生
の
顔
が
見
え
て
よ
り
具
体
的

に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
就

職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
行
事
や

個
別
相
談
に
来
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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３　

年　

生

４　

年　

生

2017年度就職支援行事

A  就職ガイダンス
就職活動を進めていく上で必要な知識の習得を目標に、適
切な時期に適切なテーマで開催します。就職活動の流れ、
自己分析、面接対策、企業研究、マナー指導といった、就
職活動におけるポイントを中心に実施します。

D  面接対策講座
入退室から面接時の立ち居振る舞いといったマナーから、
受け答えの仕方に至るまで、少人数による模擬体験を通じ
て実践力と自信を身につけます。プロの講師による指導と
個々人への具体的なフィードバックも受けられます。更に
は、「半日面接特訓講座」も用意して最終面接の対策も行
うなど、幅広く面接指導を行います。

B  自己 PR 作成講座
適性検査の結果に基づき、講師のコーディネートを受けな
がら自身の強みや特徴への気付きに繋げます。また、他の
学生とのワークショップを行うことで、より客観的に自分
自身を見つめ直すことができます。講座終了時には、自己
PR が作成できていることを目指します。

C  グループディスカッション対策講座
多くの学生が不安と苦手意識を抱くグループディスカッ
ションを、模擬体験を通じて「慣れる」とともにポイント
や採用担当者の視点を理解します。グループディスカッ
ションは場数がものをいうこともあり、この講座以外にも

「８時間耐久グループディスカッション対策講座」を用意
するなど、徹底して経験値を高めます。

E  筆記試験対策講座
就職試験における頻出分野である、国語・数学・時事問題
に内容を絞り、短期間での実力向上を目的に夏期および春
期に開催します。理解度に応じた多様なレベルの講座設定
も行っています。

F  就職模擬テスト
就職試験で多く採用されている SPI 試験を年 2 回実施し
ており、自身の実力確認と今後の対策として活用できま
す。最近主流となっているテストセンター受験の経験もで
きます。

G  女子学生ガイダンス
女性としての人生の節目を見据えた上で自身のキャリア
プランを考え、どのような働き方や仕事があるのかを理解
することで、自分らしい働き方と仕事選びができる力を身
に付けます。

H  業界研究セミナー
実際に現場で活躍中の企業の方を講師として学内にお招
きし、体験に基づく具体的な仕事内容や職業観についてお
話しいただきます。大手企業や有名企業を中心に様々な業
界から講師をお招きします。
2015 年度の開催実績は、食品、スポーツメーカー、金融、
マスコミ、小売、ホテル・旅行、建設、運輸、官公庁など
です。

I  就職活動「せなドンフェア」
就職活動本番直前に、不安の解消と活動準備の総仕上げ、
そして一歩前に踏み出す自信と勇気を持ってもらうこと
を目的に開催します。2 日間、学内の各教室に様々な支援
メニューを用意しますので、自分に必要な支援メニューを
選んで時間内自由に回ります。

J  アドバンストセミナー
就職活動に対する意識・スキルが高い学生を集め、採用
ハードルの高い人気企業や上場企業への内定を目指す、就
職活動トップ集団育成を目的に実施します。申込条件を設
けるとともに学内選考を行い、選ばれた学生には半年以上
に及ぶ特別セミナーを行います。

K  学内企業説明会
本学への採用意欲が高い企業や採用実績のある優良企業
を学内に招いて、企業概要や採用情報を伝えます。ここで
の出会いが内定に繋がるケースも多いことから、就職状況
に応じて年間に複数回実施します。

L  実践力養成セミナー
８時間耐久グループディスカッション対策講座、半日面接特
訓講座、就職活動１日完結講座など、長時間徹底型のプログ
ラムを多数展開。大きな成長が実感できるセミナーです。

M  保護者のための就職講演会
今の学生を取り巻く就職活動の状況理解、保護者としての学
生との関わり方、更には本学のキャリア支援・就職支援や就
職実績について、年に 2 回講演会を開催して説明を行います。

注）行事日程は、就職状況や気象警報等により変更する場合があります。なお、具体的な内容等につきましては、後日改めてUNIVERSAL PASSPORT に掲載いたします。

５月 Ａ 春学期第１回就職ガイダンス

６月
Ａ 春学期第２回就職ガイダンス
Ｆ 第１回就職模擬テスト
Ｍ 第１回保護者のための就職講演会　6 月３日（土）

８月 Ｅ 筆記試験対策講座

９月
Ａ 秋学期第１回就職ガイダンス
Ｊ アドバンストセミナースタート（～ 2 月）

10 月
Ａ 秋学期第２回就職ガイダンス
Ｂ 自己ＰＲ作成講座
G 女子学生ガイダンス

11 月

Ａ 秋学期第３回就職ガイダンス
Ｃ グループディスカッション対策講座
Ｄ 面接対策講座
H 業界研究セミナー

12 月
Ｆ 第２回就職模擬テスト
Ｈ 業界研究セミナー

１月 Ａ 秋学期第４回就職ガイダンス

２月

Ａ 秋学期第５回就職ガイダンス＆就職活動壮行会
Ｅ 筆記試験対策講座
Ｉ 就職活動「せなドンフェア」
H 業界研究セミナー
Ｌ 実践力養成セミナー
Ｍ 第２回保護者のための就職講演会　2 月 24 日（土）

３月 Ｋ 学内企業説明会（合同・単独）

５月 K 学内企業説明会
（合同）

９月 K 学内企業説明会
（合同）

※�上記以外にも、就職状況に応じて
以下の事業を適宜開催いたします。

K  学内企業説明会（合同・単独）
L  実践力養成セミナー
◆学内求人マッチング会
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２
０
１
７
年
度　

学
年
暦

※土曜補講実施日については、中・高等学校の行事予定により変更する場合があります。

２
０
１
７
年
度 

教
育
後
援
会
行
事
予
定

＊
４
月　

入
学
式
（
記
念
品
贈
呈
）・
新
会
員
歓
迎
会
・

	

桜
の
縁

	�


保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
発
行

	�


教
育
後
援
会
第
１
０
２
号
会
報
発
行

	�


教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金
交
付
式

＊
６
月　

総
会
・
保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会

＊
９
月　

�

春
学
期
末
学
位
授
与
式
（
記
念
品
贈
呈
）

	�


教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金
交
付
式

＊
10
月　

見
学
懇
親
会

＊
12
月　

�

教
育
後
援
会
会
報
第
１
０
３
号
発
行

＊
２
月　

�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会

＊
３
月　

�

学
位
授
与
式
（
記
念
品
贈
呈
）

２
０
１
７
年
度
は
右
記
の
と
お
り
行
事
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。
開
催
時
期
が
未
定
の
た
め
右
記
に
掲
載
し
て

い
な
い
行
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
開
催
前
の
ご
案
内
状

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１．日　程：2017 年４月	 １日（土）～
　　　　　　2017 年９月 29日（金）
２．会　場：宮本輝ミュージアム
　　　　　　（追手門学院大学附属図書館内）
３．入場料：無料（一般公開）
４．内　容：�「骸骨ビルの庭」「花の降る午後」

など、宮本輝作品には美味しそう
料理がたくさん登場します。今回
は作中の“料理”に注目した展示
を通して、今までとは違う角度か
ら作品の魅力をご紹介します。

開 館 時 間：９時 20 分～ 19 時 50 分
休 館 日：土曜・日曜・祝日
	� 夏期・冬期等休業期間
	� 開館時間の変更、休館日につきま

しては、図書館ホームページでご
確認ください。

	 http://www.oullib.otemon.ac.jp/

お問い合わせ先　072 － 641 － 9638
（図書館）

「宮本輝 ことばのレストラン」
開催中！

追手門学院創立130周年記念事業
2017年度前期企画展

2017 年 3 月 27 日（月）14 時より、
追手門学院大学「優駿ホール」にて
2016 年度おうてもん塾を開催し、約
400 名の方にご参加いただきました。

第１部では、シンクロナイズドスイミ
ング日本代表ヘッドコーチ・井村雅代先
生をお招きし、「人を育てる ～愛がある
なら叱りなさい～」をテーマにご講演い
ただきました。

また、第２部では、在学生・卒業生の
女子アスリートによるシンポジウムを開
催しました。井村先生もご参加くださり、
真面目な話の時は真剣な眼差しで、面白
いお話の時は会場が笑いに包まれ、講座
は盛況のうちに終わりました。
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